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地域の福祉、みんなで参加

じ
ぶ
ん
の

町
を

良
く
す
る

し
く
み

10月1日から12月31日まで
実施しておりま
す。みなさまの
ご協力をお願い
いたします。

©中央共同募金会

　今回の特集は、美郷の宝であるホタルやシバザクラなど
を活かして地域を盛り上げようと、様ざまなアイデアとお
もてなしの心を持って活動するNPO法人「美郷宝さがし
探検隊」をご紹介します。

ＮＰＯ
法人

　
こ
の
た
び
の
台
風
十
一
・
十
二
号
の
豪
雨
に
よ
り
、

県
下
各
地
域
で
多
数
の
家
屋
被
害
や
農
作
物
被
害
等
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、大
き
な
浸
水
被
害
を
受
け
た
阿
南
市
・
海
陽
町
・

那
賀
町
の
各
社
会
福
祉
協
議
会
並
び
に
県
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

被
災
者
支
援
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
当
た
り
、多
く
の
関
係
者
の
方
々

の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
県
内
外
か

ら
延
べ
二
千
二
百
名
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

方
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
引
き
続
き
継
続
的
な
被
災

者
支
援
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
は
被
災

地
域
の
復
旧
に
向
け
て
、
今
後
と
も
ご
支
援
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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郎

美郷廻り踊りでのNPO法人美郷宝さがし探検隊のみなさん（美郷ほたる館にて）

災害ボランテ
ィア

センターの
うごき

■阿南市災害ボランティアセンター 

開設場所：阿南市市民会館

開設期間：8 /4～8 /20

ニーズ累計：124件

ボランティア数：598名（延べ）

県内社協派遣者数：32名（延べ）

県社協等派遣者数：県外15名・県内29名

■海陽町被災地支援ボランティア
　 センター

開設場所：海陽町海部庁舎

開設期間：8 /4～8 /22

ニーズ累計：95件

ボランティア数：403名（延べ）

県内社協派遣者数：52名（延べ）

県社協等派遣者数：県外21名・県内23名

■那賀町災害ボランティアセンター

開設場所：鷲敷中央公民館

開設期間：8 /13～8 /24

ニーズ累計：261件

ボランティア数：1,260名（延べ）

県内社協派遣者数：94名（延べ）

県社協等派遣者数：県外82名・県内34名



イベントのご案内

理事長 

棟本 誠二

　私のモットーは「思

いついたらやる」で

す。シバザクラ祭り

開催を思いついたの

は、高開の石積みの

修復や手入れをして

いる際に、シバザクラの美しさに気づいた時でした。さっ

そく、ＮＰＯ法人美郷宝さがし探検隊の定例会で提案

し、みんなで団結してシバザクラ祭りを開催しました。

　私たちの良いところは、何か思いついたアイデアがあ

ればみんなで出し合い、話し合ってから行動するところ

です。今まで新しいアイデアを提案して反対されたこと

もありますが、周りを説得し、思いついたことは全て実

行してきました。実際にやってみて失敗したことはあり

ません。何でもやってみないとわかりませんし、もし失

敗したとしても、反省して次に活かせばいいんです。

まずは、行動することが大事です。

　これからもより多くの方に美郷に来て楽しんでいただ

けるよう、新しいアイデアを出し合い、活動していきた

いと考えてます。

　石積みづくりや管理を約６０

年間続けています。今まで活

動を続けてこられたのは、わ

いわいと元気よく騒いでいる人

の輪が好きだからです。もとも

とシバザクラは鑑賞のためではなく、石積みの土砂の流失を防

ぐために植えていたんです。それがいつしか地元の人が美しさ

に注目し、今では多くの方が高開までシバザクラを見に来るよ

うになりました。現在、高開には４軒しか家がありません。そ

んな中、多くの人が足を運んでくれるのは嬉しいですね。だか

ら毎朝、石積みにゴミが落ちてないか、つまづきそうな石がな

いか確認し、シバザクラを見に来た人達をおもてなしの心でお

接待しています。

　また、全国から学生を家に招き、実際に石積みづくりの体

験を通して、石積みの技術を教える活動もしています。来てく

れた学生を自分の子どものように思っています。人は一人では

生きていけません。誰でも歓迎して、みんなでわいわいと協力

しながら人に好かれる年の取り方をしたいですね。

　夫（文雄さん）が石積みの管理・手入れを

しているので、私はシバザクラを見に来てくれた

お客さんに、お茶や手作りのお饅頭を出したり

しておもてなしをしています。観光に来てくれた

方たちが喜んでくれ、何度も足を運んでくれる

方も多くいるので、おもてなしをしているうちに

顔見知りになることがうれしいです。

んは「生まれて初めてホタルを観賞し感動しました」と帰

りには手を握り、お礼を言ってくださいました。おもてなし

をしていると、こういうことがたくさんあるのが嬉しいとこ

ろです。

隊長（理事長）　棟本 誠二さん

思いついたらやる!

高開の石積み管理　高開 文雄さん

みんなでわいわい。
人の輪が好き。

お接待　高開 峰子さん

おもてなしで
　　　嬉しい出会い

美郷ほたる館　館長　武田 彰仁さん

総合案内所的な「おもてなし」
ＮＰＯ法人

宝を活かして美郷を守る！

「思いついたらやる！」素晴ら
しいモットーだと思います。
取材をさせていただいて棟本
さんの考え方や行動力は見習
わなければいけないと感じま

した。この行動力が美
郷の活性化につながっ
ていると思います。

初めて高開さんの手を見た時には驚かされ
ました。すごく大きな職人の手でした。これ
が60年間高開の石積みを守り続
けてきた手なんだと感動しました。
これからも美郷の宝を守り、伝え
ていってください。

シバザクラ祭りのウォーキングイベ
ントに参加した際、お茶とニッキの
葉で香りをつけたお饅頭でもてな
していただきました。リピーターが
多いのは高開さんをはじめ、美郷

に住む方の人柄・雰囲気に
ひかれているのではないか
と感じました。

美郷に関する問い合せには、ほとんどのこ
とは即答できるそうです。これも、地元の
NPOが指定管理を受け、地域一体で活動し
ているからこその賜物ではないでしょうか。

住所：〒779-3501　徳島県吉野川市美郷字宗田82-1

開館時間：9：00～16：30
　　　　５月20日～６月20日は 9：00～21：30
            （この間は無休）

入場料：高校生以上￥200
小学生以上￥100
団体割引あり

休館日：毎週火曜日
（火曜日が祝日の場合、
その翌日）、年末年始

NPO法人
美郷宝さがし
探検隊

〒779-3501
徳島県吉野川市美郷字宗田82-1
（美郷ほたる館内）
TEL：0883-43-2888
Mail：hotarukan@cnet-oe.ne.jp
Web：http://www.tcu.or.jp/misato/hotaru/

美郷ほたる館

高開石積みシバザクラ祭り
開催期間 /３月下旬～４月中旬

生涯学習の一環として、昔懐かしいほたる籠の作り方を教える活動
も行っています。老若男女問わず人気の民芸品作りです。

ほたる籠づくり

　1か月間、16 の鑑賞ポイン
トで多くのホタルを見ることが
できます。強い光に弱いホタ
ルを守り、マイカー利用によ
る排気ガス等からも自然環境
を守るため、ＪＲと提携し、阿
波山川駅より無料シャトルバ
スを運行しています。

　美郷は、全国でも美し
い石積みを遺す数少ない
地区で、にほんの里100
選にも選ばれています。
光の演出によって美郷の
冬空に浮かび上がる優美
で幻想的な石積みをどう
ぞお楽しみください。

　ウォーキングイベントも
行っており、美郷を歩き
ながら花や山野草の説
明、地域住民しか知らな
い花見スポットの案内と
湯茶の接待で迎えてくだ
さいます。

高開石積みライトアップ 開催期間 /１２月中旬

様ざまなアイデアとお接待の
心を持って笑顔で活動する
みなさんを紹介します

美郷ほたる祭り 開催期間 /５月下旬～６月中旬

　ＮＰＯ法人美郷宝さがし探検隊が美郷ほたる館の指定管理

を受け、協力者を募集していたのを見て、これからの人生を美

郷の活性化に役立てればと思い活動に参加しました。

　美郷をよく知る地元の NPO が指定管理を受けたことにより、

単なる施設の維持管理のみでなく、梅の花、シバザクラ、ホタル、

梅酒、高開石積みライトアップなど美郷の四季折々に関する全

てのことに対応できる総合案内所的な役割ができています。美

郷のことでわからないことがあれば、美郷ほたる館に聞けば大

丈夫という環境をつくってい

ます。

　以前に、東京から来られ

たおばあちゃんが、空港でほ

たる祭りのポスターを見て問

い合わせしてくださいました。

説明すると美郷まで来てくだ

さり、その時期に一番ホタル

が飛んでいるポイントに案内

しました。そのおばあちゃ



連絡先　０９０－７１４４－００６９　E-mail　ckdxq979@ybb.ne.jp

祖父江利江さん（左）

地元の宝で地域をひとつに　

江原北小学校の子どもたちとともに
～伝統野菜「美馬太きゅうり」を守り伝える～

切にするためにも、出会った人たちとのつながりを維

持することは大事だとおっしゃいます。

　また、「外国人にとっても住みやすい徳島に」とい

う将来像も抱き、実現に向けて外国の方との交流イ

ベントも構想していることです。会は、会員相互の

親睦を図り、国際理解を深め、国際親善に寄与し、

広く地域社会に貢献することを目的に活動しているの

で、海外に行った経験がなくても、活動に共感し一

緒にやってみたいという思いのある方なら参加や入会

はいつでもウェルカムだそうです。

　海外派遣の会以外にも、複数のボランティア活動

に精力的に携わっている山田さん。研修の受入先と

なってくれる事業所や、活動を理解してくれるご自身

の職場、また、様々な分野から派遣の会に集まった

強力な仲間への感謝の気持ちをていねいに語る姿が

印象的でした。

　私たち夏子いなか市管理運営協議会は、地域の人が

集う魅力ある産直市をめざし、地域の食材を生かした加

工食品の製造・販売や定期的なイベントの開催、量販

店での出張販売に積極的に取り組んでいます。そのひと

つに、江原北小学校の子どもたちの活動への支援があ

ります。

　地元の宝である江原北小学校の子どもたちは、美馬

の伝統野菜「美馬太きゅうり」を育て伝える活動に取り

組んでいます。私たちは、そのお手伝いとして、「美馬

「夏子いなか市」
住　所：美馬市脇町字西俣名 2585-11
営業時間：８：３０～１７：００
定休日：月曜日（祝日の場合翌日）
　　　　ＴＥＬ.０８８３－５２－５５１９

シリーズ・このひとから

　私がボランティアコーディネーター配属になり１年が経

過しました。最初は研修会等に参加しても聞きなれない

用語が飛び交い、不安と戸惑いの連続でした。研修会

や行事などを通して知識向上に努めてはいますがまだま

だ未熟で先輩に助けられる毎日です。配属当初に比べ

多くの方と出会い、ボランティアさんとお話しする中で励

ましや情報を得る機会も増えました。また、他の社協の

ボランティアコーディネーターの皆さんの頑張りに多くの

刺激を受け、アドバイスを頂けることや繋がりを嬉しく、

また有り難く感じています。

　昨年度は町や婦人会と合同で第１回の防災

講座を実施しました。内容は、移動大釡での

炊き出し体験と講演でしたが大盛況で町民の

防災に対する意識が予想以上に高いことが実

感できました。また、ハイゼックス袋使用での

カレーライスも好評で、終了後のアンケートで

は、定期的にこういった訓練を開催してほしい

との意見が多く聞かれ、本年

度は更に分野を広げ体験コー

ナー等を作り、観て、体験し

て防災意識を向上させてもらう

予定です。

　今後は他の団体や機関等と

の協働も大切にしながら多様な

町民参加型のセンターを目指したいです。そして業務を

楽しみ、笑顔を大切に、信頼されるボランティアコーディ

ネーターになれるよう努力していきたいと思います。

笑顔と繋がりを大切に！

太きゅうり」を使っての料理教室や夏子いなか市での子

どもたちの販売体験を行っています。料理教室では、

地域の人たちの協力を得て、冷や汁や塩麹浅漬けを作

り、おいしくいただく知恵を子どもたちに伝えています。

　また、販売体験では、子どもたちが幟を振りながら

呼び込みをし、笑顔でお客様を迎えます。自分たちの

手で栽培した「美馬太きゅうり」を説明しながら販売す

る姿、お接待として冷や汁を振るまう姿は、地域に誇り

を持ち輝いています。私たちは、夏子いなか市を地域

の活動拠点として、地元の宝、江原北小学校

の子ども達とともに、これからも伝統野菜「美

馬太きゅうり」を守り伝えていきたいと思います。

■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　■

ひらやま　　かず よ　

勝浦町社会福祉協議会　ボランティアコーディネーター　平山　一代

人
間
だ
か
ら
通
じ
合
え
る

そ　ふ　え　 　としえ　

夏子いなか市　代表　祖父江　利江

　徳島県内で国際交流・協力活動を行っ

ている「徳島県青年海外派遣の会」は、

かつて国・徳島県が先進国研修、国際

交流のために行っていた青年の海外派遣

事業の事後活動として発足しました。会

長である山田憲さんご自身も、この事業

での海外派遣の経験者です。他国で受

けた親切のお礼に、今度は自分たちが

海外からの研修生にできる限りおもてな

しをしようとの思いで活動されています。

　活動の中心は、JIＣＡ四国が実施する

青年研修事業の受託団体として、発展

途上国の青年を受け入れる２週間の研修

プログラムの企画・運営です。

　山田さんは、言語的コミュニケーショ

ンが築かれることはとても重要なことで

すが、言葉を理解すること以上に最も大

切なのは、相手のことを本当に知ろうと

する気持ちであり、相手に対して関心を

持つこと、その気持ちがあれば大丈夫

だとおっしゃいます。

　思い出深い出来事もありました。ある

研修生は、離婚の危機のさなかに単身

来徳していました。山田さんは、辞書を片手に身振り

手振りで約３時間、奥さんのことを考えて、彼女に似

合う日本ならではのお土産をプレゼントしてみては？と

アドバイス。すると、帰国後すぐ「妻が戻ってきてく

れた。関係が修復できたから、ケンに報告しようと思っ

て」と、うれしい報告の電話がありました。

　「人は出会ってなんぼ。一人の外国の方を目の前にし

て、どっちが先に笑えるかなんです。日本人だろうと

外国人だろうと人間だから通じ合う部分は一緒。とも

に笑い合い、一緒に共感できる場が生まれたらきっと

距離が近づくと思います。」と、思いを話される山田

さん。

　山田さんは、出会えた人たちと再会できる機会を作

りたいとも考えています。２週間の研修が個人的な満

足に留まるのではなく、その成果が、彼らの国でどう

活かされているかにとても関心があり、その部分を大

徳島県青年海外派遣の会（TIYEA）
　　　　　　　やまだ　　　　けん

　会長　山田　憲さん

ハイゼックス炊飯体験 防災講座

くすりのご相談は
　　　かかりつけ薬局へ！

一般社団法人
徳島県薬剤師会
会長　水口　和生
TEL　088-655-1100
FAX　088-655-6991

平成25年4月1日
勝浦町社協入局
書記・ボラコとなる。
現在2年目。
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No.28新居さんから長谷川さんへ

　　　　　　　　はせがわ　　　しんり　　　

　　　　　　　長谷川　晋理さん

「直感即行動」
地域コミュニティの立役者
　４年前に、母親の家業の手伝

いに徳島市にやって来ました。商

店街の事業委員長としての地域

起こしの活動が精力的で素晴ら

しく、感心することがたくさんあ

ります。２０１１年には「特定非

営利活動法人眉山大学」を開校

し、地域コミュニティで大活躍し

ています。徳島のまちを舞台に、

学ぶことを通して色いろな仲間を

作り、「まち」で学び、「まち」で

遊ぶ、楽しみを共有することをコ

ンセプトに社会貢献活動をして

います。ダンボール和船作り等は

その典型ではないでしょうか。

　何事にも決断が早く、先頭に

立って行動する姿は私も見習わな

くてはと思っています。彼が皆に

慕われていることは、昨年の

LEDアートフェスティバルでのサ

プライズで、ボランティア仲間が

彼に内緒で美人の奥さんとの結

婚式を開いたことでもわかりま

す。今 後も、

徳島の町が明

るく楽しくな

る企画運営を

期待していま

す。

ボランティア活動いろは塾のご案内
　ボランティア活動の基礎知識を楽しく学びながら、地域の支えあい活動に取り組

む担い手の養成を目的に実施します。６会場で実施しますので是非ご参加ください。

詳細につきましては下記事務局までお問い合わせください。

１０月３日（金）１３：００～１６：００　うだつアリーナ２階集会室（美馬市）

　　　　　　　１８：００～２１：００　とくしま県民活動プラザ研修室（徳島市）

１０月 ４日（土）　９：３０～１２：３０　阿南市文化会館・夢ホール研修室２（阿南市）

１０月２３日（木）１３：００～１６：００

　　　　　　　　　　吉野川市鴨島公民館会議室２・３

　　　　　　　１８：００～２１：００

　　　　　　　　　　藍住町福祉センター２階研修室

１０月２４日（金）９：３０～１２：３０

　　　　　　　　　　美波町日和佐老人福祉センター

問い合せ先：徳島県社会福祉協議会　
　　　　とくしまボランティア推進センター内　

　　ＴＥＬ.０８８－６６４－８２１１　ＦＡX.０８８－６６４－５３４５

第10回 ＮＰＯ・ボランティアフェア
（３世代でNPO・ボランティア体験！）

　おじいちゃん、おばあちゃん、お父さん、お母さん、子どもたちもみんなで
社会貢献活動を体感しよう！！
日　　時：平成２６年１１月３日（月）
時　　間：１０：００～１６：００
開催場所：新町川水際公園
主　　催：とくしまＮＰＯ・ボランティアフェア
　　　　　実行委員会

　※詳細については、とくしま県民活動プラザの

　　ホームページをご覧ください。　http://www.plaza-tokushima.com

【出展団体募集中！】
　団体の活動紹介、活動により作成された物品の販売など、活動ＰＲのチャンスで

す！みんなで一緒に盛り上げましょう！

対　　象：ＮＰＯやボランティアなど社会貢献活動を行っている団体
参 加 費：１団体　５００円　　募集団体数：３０団体
申込方法： 第１０回とくしまＮＰＯ・ボランティアフェア出店申込書（プラザホームペー

ジ、窓口で配布）に必要事項を記載の上、持参、郵送、FAX、また

はEメールでお申し込みください。

徳島県台風11号･12号災害義援金の募集について
　台風１１号・１２号がもたらした豪雨により被災された方を支援する災害義援金

を募集しています。

実施期間：平成２６年８月２７日( 水 ) から１０月３１日(金 )まで
受付け・問い合せ先：徳島県（地域福祉課）　　ＴＥＬ.０８８－６２１－２１７１
　　　　　　社会福祉法人徳島県共同募金会　ＴＥＬ.０８８－６５２－０２００

　　　　　　日本赤十字社徳島県支部　　　　ＴＥＬ.０８８－６３１－６０００

イベントガイド

特定非営利活動法人　眉山大学理事長

とくしま県民活動プラザが、７月20日、徳島県の
「認定」を受け「認定ＮＰＯ法人」となりました！
認定ＮＰＯ法人は、
●個人が寄付をした場合　→ 確定申告をすれば、税金の還付を受けることができます。

　　　　　　　　　　　　　（寄付金額－２０００円）×最大５０％
●法人が寄付をした場合　→ 損金算入限度額の枠が拡大されます。
●相続人が寄付をした場合→ 寄付をした相続財産が非課税になります。
●認定ＮＰＯ法人自身が法人税法上の収益事業を行った場合→ ｢法人税の軽減措置｣を利用できます。

平成２６年度は、みなさまからのご寄付により、ＮＰＯ等が行う１０事業に助成を行いました。「寄付」というかた

ちで、あなたも社会貢献活動に参加してみませんか。

※詳しくは、とくしま県民活動プラザにお問い合わせください。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

子どもがいきいきと働く”まち”「ぷらざタウン」を開催しました！
　「ぷらざタウン」は、子どもたちがＮＰＯやボランティア活動の専門家から仕事を教わり、

いきいきと働く”まち”です。８月１７日（日）、マリンターミナルで開催された「ぷらざタ

ウン」では、延べ１００人以上の子どもたちが、１８

の団体から社会貢献の役割などを学びました。

　ＮＰＯやボランティア団体の方たちや、その活動と

の、初めての出会いになった子どもたちも多かったと

思います。この体験が、将来の活動につながってほ

しいと感じました。

文・新居　直
に　い　　　ただし

　「第14回ボランティアコーディネーター研究集会inとくしま」の呼びかけ
により、被災地支援に役立てるため募金活動を行いました（15,064円）。皆
さんのお気持ちを、徳島県共同募金会を通じて「平成26年徳島県台風11・
12号災害義援金」として被災地支援に役立てていただきます。

第14回ボランティアコーディネーター研究集会inとくしま実行委員会からのお知らせ

講師　大阪ボランティア協会
常務理事　早瀬　昇さん



吉野川交流推進会議
〒770-8570　徳島市万代町１丁目１番地
　　　　　　徳島県県民サービスセンター内
TEL　０８８－６２１－２７４３
FAX　０８８－６２１－２８２２
E-mail　office@yoshinogawa.org
http://www.yoshinogawa.org/

S H I K O K U S A B U R O U     YO S H I N O G AWA

吉野川をきれいに！
参加団体、募集中。徳島県医師会は「禁煙」を推進しています！

一般社団法人

徳島県医師会
会長　川　島　　周
徳島市幸町3丁目61番地
TEL　088-622-0264

New 
face

●プラザは、ボランティア・ＮＰＯ・地域づく
りなど、県民の皆さんの自主的、自立的活動
を総合的に支援する拠点として平成14年に
オープンしました。運営は（特非）とくしま県
民活動プラザと（社福）徳島県社会福祉協議
会・とくしまボランティア推進センターが協
力して行っています。

4つの機能で応援
1.情報収集・提供
　団体のチラシや会報、活動がわかる情報を
広く発信。また、企業・行政の助成金・各種研
修会などの情報や関連図書・ビデオも収集し
ています。（ホームページ、広報誌、図書コー
ナー、団体情報、各種助成情報）

2.活動・交流の場
　グループでの会議や活動のＰＲに必要な
チラシやポスターなどの作成のため設備を
整えています。（ミーティングコーナー、会議
室、パソコン、コピー機、作業室）

3.相談・支援
　ボランティア・ＮＰＯに関する質問・ご相談
にお応えします。

4.人材育成・研修
　団体が力をつけるための研修会やイベン
トを実施します。（各種講座、ぷらざタウン、
ＮＰＯ・ボランティアフェア）

●プラザ開館時間

開館時間：10：00～18：00
【研修室利用時間】
火曜日～土曜日：10：00～21：00
日・祝日：10：00～18：00
休館日/月曜日（祝日の場合はその翌日）、年末年始

●公共交通機関をご利用の場合●
ＪＲ徳島駅前、徳島市営バスターミナル
６番のりばより、
・「中央市場」行きに乗車　終点「沖洲マリ
ンターミナル」下車すぐ

・「沖洲・南海フェリー前（マリンピア経由）」
行きに乗車「マリンターミナル前」下車すぐ

徳島駅
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●県庁

●

徳
島
港
フ
ェ
リ
ー
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ル
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大
橋

●市高
●城東高

吉野川大橋

新
町
川

●徳商

●スエヒロボウル
プラザ
とくしま県民活動

徳島県立
総合福祉
センター

　私たちが広報誌を通して何を伝えていくのか？今年度は、様々な活動を生

み出してきた「ひと」の思いを伝えていきたいと思います。社会を見つめた時

に感じる課題意識やどんな社会を目指していくのか、そのためにどう変えて

いくべきなのかという活動の背景にある思いを伝えていくことで、よりその活

動が広がりや深みを見せていくのではないかと思います。取材の中で、私た

ちの歩みが文化になるという言葉を聞きました。ＮＰＯやボランティア活動の

歩みが、徳島のよりよい文化を作り上げていくことを信じています。（吉野)

写真：向かって左が理事長　西條　仁　さん、右が事務局長　本淨　敏之　さん　
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ＮＰＯ法人 赤い屋根　上板

設立年月日・法人格取得年月日/2013年3月27日

〒771-1347　徳島県板野郡上板町高瀬789
TEL.FAX：０８８－６９４－２４７５
E－mail：honjiyou.toshiyuki@taupe.plala.or.jp

New 
face
設立について

　ＮＰＯ法人赤い屋根上板は

子育てを応援する活動を行っ

ています。

　平成１４年頃、教員のＯＢ・

ＯＧの会が地元の中学生を側

面的に見守っていこうと始めた

ことが、現在の子育て支援活

動につながっています。そし

て、より幅広く活動できるよう

にと、昨年３月、ＮＰＯ法人赤い屋根上板を設立しました。

　従来の活動に加え、新しく取り入れた子どもの総合体験では、米作りや芋作

り等を行っています。そこでは幅広い世代との交流ができたり、本来は子どもが

成長する過程で当たり前にあった自然体験ができます。「実際に体験することで、

それが生きる力になってくれたら」と言います。９月以降には稲刈りや、芋ほり

をして焼き芋を作って食べたり、１２月には収穫した米で餅つき大会と楽しい行

事が待っています。

　これからの課題は、子育て支援の輪をどう広げていくかです。「現在の活動の

中で、体験をした子どもがその体験を積み上げ、また下の学年の子どもに支援

をしていく人間関係ができれば」と言います。活動を続けていけるのは、普段

見ることのできない子ども達の楽しそうな姿を見ることができるからだと話してく

れました。

現在の主な活動とこれからのビジョン

さいじょう　　ひとし　　　　　　　

理 事 長　西條　 仁 さん（左）
ほんじょう　としゆき　　　　　　　

事務局長　本淨　敏之さん（右）

ＮＰＯ法人

赤い屋根
上板

あ
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福祉教育  いろは塾

　
今
回
は
、「
赤
ち
ゃ
ん
抱
っ
こ
」

福
祉
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
例
を
紹

介
し
ま
す
。

　
Ａ
中
学
校
で
は
、
以
前
よ
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「
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こ
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第
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。
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こ
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ご
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引
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あ
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空
き
教
室
を
開
放

す
る
な
ど
し
て
、
地
域
の
親
子
が
常

に
つ
ど
う
場
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
る
な
ら
、
子
育
て
家
庭
と
中
学
生

と
の
継
続
的
な
か
か
わ
り
の
可
能

性
を
創
出
で
き
ま
す
。

　「
赤
ち
ゃ
ん
」
抱
っ
こ
の
福
祉
教

育
に
は
、
次
の
3
つ
の
目
当
て
が
あ

る
と
言
え
ま
す
。

1
中
学
生
の
自
己
成
長
を
促
す
こ
と

2
中
学
生
の
プ
レ
親
体
験

3
地
域
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援

こ
の
よ
う
な
人
と
人
と
の
生
の
触

れ
合
い
が
、
社
会
性
や
他
者
に
対
す

る
共
感
性
な
ど
を
育
て
る
の
で
す
。

福
祉
教
育
の
実
践

福
祉
教
育
の
実
践



工夫を凝らした
手作りトイレが
出品されました !

災害時要援護者ニーズ聞き取り訓練
自主防災組織・南部ブロック社協による

ワークショップ

iＰad 講習

栄養を考えた
色とりどりの
メニューが
並びました。
レシピ本も
作成 !

T1グランプリ

TLGグランプリ
Ｔ級

グルメ大会

社協の総合相談支援対応力向上事業

　
今
回
は
板
野
郡
５
社
協
が
運
営
主
体
と
な
り
、
参
加
者
一

人
ひ
と
り
の
学
び
を
地
域
の
活
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指

し
、
よ
り
実
践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
ま
し
た
。

　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
で
は
土
の
う
作
り
と
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の
使

用
方
法
に
つ
い
て
、
協
力
団
体
や
経
験
者
に
よ
る
細
や
か
な

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
体
験
し
ま
し
た
。

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
で
は
各
班
の
対
応
と

と
も
に
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付
か
ら
マ
ッ
チ
ン
グ
、

資
材
受
け
渡
し
、
送
り
出
し
と
い
う
一
連
の
流
れ
を
実
際
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
動
い
て
も
ら
い
確
認
し
ま
し
た
。
現
地
活

動
に
は
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
の
内
容
を
組
み
込
み
ま
し
た
。

　
ま
た
県
内
の
訓
練
で
は
初
め
て
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
地
区
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
運
営
を
行
い
ま
し

た
。
本
部
と
の
連
携
を
確
認
し
つ
つ
相
談
窓
口
と
し
て
の
社

協
の
役
割
を
周
知
し
ま
し
た
。

　
昼
食
は
「
Ｔ
級
グ
ル
メ
大
会
」
と
称
し
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
（
災

害
用
炊
飯
袋
）
を
使
用
し
た
レ
シ
ピ
で
試
食
し
ま
し
た
。
各

チ
ー
ム
一
体
と
な
っ
て
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
り
、
訓
練
中
の
楽

し
い
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
訓
練
を
通
じ
地
域
及
び

関
係
機
関
の
連
携
に
よ
る
要
援
護
者
支
援
の
必
要
性
を
改
め

て
感
じ
、
平
時
か
ら
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
今
回
、「
他
機
関
と
の
連

携
を
強
化
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
事
業
を
計
画
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
候
補
に
挙
が
っ
た
の
が
自
主
防
災

組
織
と
の
連
携
で
、
ま
ず
は
〝
最
初
の
き
っ
か
け
づ

く
り
〞
と
し
て
、
多
く
の
自
主
防
災
組
織
の
方
に
参

加
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、『
自
主
防
災
組
織
対
象
防

災
講
座
』
を
行
う
事
に
し
ま
し
た
。

　
内
容
と
し
て
、
午
前
は
石
井
先
生
の
「
こ
れ
か
ら

の
自
主
防
災
組
織
の
あ
り
方
」
と
題
し
た
講
義
と
、

活
発
に
活
動
を
し
て
い
る
自
主
防
災
組
織
の
発
表

会
、
午
後
か
ら
は
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
提
案
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
臨
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
要
点
は

去
年
か
ら
引
き
続
き
「
要
援
護
者
支
援
」
で
あ
り
、

先
生
の
話
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
で
も
、
災
害
時

要
援
護
者
を
意
識
で
き
る
内
容
を
心
が
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
衛
隊
に
よ

る
炊
き
出
し
昼
食
、
南

部
ブ
ロ
ッ
ク
社
協
＋
県

社
協
の
６
社
協
が
出
品

し
た
ト
イ
レ
グ
ラ
ン
プ

リ
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
的
な
要
素
も
取

り
入
れ
る
工
夫
も
し
て

み
ま
し
た
。

　
今
回
の
事
業
を
終
え

て
感
じ
た
の
は
、
地
域

住
民
に
と
っ
て
「
災
害
と
社
会
福
祉
協
議
会
」

に
対
す
る
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ
低
い
傾
向
に

あ
り
、
災
害
時
の
相
談
候
補
と
し
て
挙
が
っ
て

い
な
い
こ
と
、
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
自
身
も

災
害
時
要
援
護
者
や
避
難
所
運
営
な
ど
、
今

後
、
考
え
て
い
く
べ
き
課
題
を
た
く
さ
ん
抱
え

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
事
を
知
り
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
と
っ
て
、
地
域
は
欠
か

す
事
の
出
来
な
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
も
多
く
の
地
域
住
民
か
ら

「
注
文
（
相
談
）」
を
い
た
だ
け
る
存
在
で
あ
る

事
は
重
要
で
す
。

　
そ
う
い
っ
た
事
か
ら
、
今
回
の
自
主
防
災
組

織
対
象
防
災
講
座
で
は
、
多
く
の
自
主
防
災
組

織
の
方
に
社
会
福
祉
協
議
会
の
存
在
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
今
後
、
相
談
の
い
た
だ
け
る
良

い
機
会
を
作
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
で
は
、
被
災
者
の
生
活
全
般
、
介
護
予
防
、
生
活
困

窮
等
も
含
む
事
象
の
奥
に
あ
る
暮
ら
し
の
視
点
に
立
っ
た
、
社
協

で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

　
午
前
は
、「
災
害
時
に
市
町
村
社
協
が
行
う
10
の
こ
と
」
と
題

し
、
官
民
協
働
、
多
機
関
協
働
、
広
域
連
携
を
取
り
入
れ
た
運
営

体
制
づ
く
り
を
心
が
け
、
増
大
す
る
地
域
課
題
、
複
合
多
問
題
の

解
決
に
貢
献
す
る
事
な
ど
御
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
各

社
協
役
員
・
管
理
職
を
中
心

に
最
初
の
方
向
性
を
示
す
重

要
な
緊
急
連
絡
会
議
を
行
い
、

混
乱
し
た
中
で
い
か
に
情
報

を
集
め
、
分
析
し
、
組
織
と
し

て
の
意
思
決
定
、
全
職
員
へ

伝
え
る
情
報
共
有
の
仕
方
、

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
何
を
判

断
す
る
の
か
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
社
協
で
白
熱
し
た
会
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
は
訓
練
に
至
る
ま
で

に
、
中
核
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に

災
害
を
切
り
口
に
心
の
奥
に

隠
さ
れ
た
複
合
多
問
題
の
困

難
事
例
を
想
定
し
、
発
見
す
る

プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
な
が

ら
作
成
し
た
事
例
を
元
に
職

種
別
に
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
対

応
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
社
協

の
専
門
性
だ
け
で
対
応
す
る

事
の
難
し
さ
、
既
存
の
物
だ
け
に
つ
な
ぐ
の
で
は
無
く
、
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
形
を
作
り
上
げ
る
こ
と
、
周
辺
資
源
に
日
ご
ろ
か
ら
関

わ
る
こ
と
、
ま
た
、
本
人
だ
け
に
焦
点
を
当
て
す
ぎ
ず
地
域
の
実

情
、
地
域
の
支
え
合
い
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
視
野
に
入
れ

る
事
に
よ
っ
て
対
応
が
深
ま
る
こ
と
な
ど
、
改
め
て
こ
の
訓
練
を

通
じ
て
日
常
的
な
社
協
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
総
合
相
談
支

援
力
の
強
化
に
伴
う
多
職
種
・
多
機
関
の
連
携
の
重
要
性
に
つ

い
て
共
通
理
解
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

平成26年度 東部・南部・西部ブロックにおける合同模擬訓練

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
養
成自

主
防
災
組
織
と
の
連
携
強
化

社
協
が
取
り
組
む
総
合
相
談

西部
ブロッ

ク

徳島県社会福祉協議会では、Facebookを大震災
発災時等において迅速かつ、効果的な情報収集・
発信のツールとして活用できるよう、平成26年６月
27日に開設しました。今後、徳島県・市町村社会
福祉協議会の情報を発信していきます。

6月29日（日）
阿南市文化会館 
2階研修室

6月28日（土）
藍住町福祉センター・富吉児童館
参加者:社協/110名・ボランティア/20名
地区協/42名・学童児/13名・弁護士/2名
・関係者/42名　計229名

徳島県社会福祉協議会の
公式ホームページ
http://e-fukushi.ict-tokushima.jp/

徳島県社会福祉協議会 FBページ「福祉のまちづくり」
https://www.facebook.com/tokushima.syakyou

3回目の訓練となった今年、すべて拝
見させていただいているんですが、大
きな進化・進歩を感じて感動していま
す。来年から介護予防や生活困窮など
いろいろ難しい課題に
チャレンジしますが、そ
の根っこの力として災害
の対応が進んでいること
を嬉しく思っていま
す。

災害 VCの運営のみならず、きちっと被
災された方の生活を支える命をしっかり
守っていくという事に視点をあてた研修
が素晴らしくて、群馬に持って帰りたい
と思いました。

7月12日（土）
美馬福祉センター
参加者：社協/127名・行政/3名
　　　　弁護士/2名・ボランティア他/3名　計135名

前橋市社会福祉協議会
髙山 弘毅さん

NPO法人さくらネット
石井 布紀子さん

手作りランプ
グランプリ

参加者：社協/52名
・自主防/142名・行政/9名
・阿南防災士会/23名
・弁護士/2名　計/228名

西部ブロックに参加して

職種別に困難事例の検討

緊急連絡会議

自衛隊による炊き出し

南部
ブロッ

ク

東部
ブロッ

ク
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